
IFCC国際友好文化センター活動報告 

 

現地技術者の試行錯誤と苦労（蒙京津冀青少年生態緑化モデル林プロジェクト） 

IFCC2017 内モンゴル植林緑化派遣団 菊地 智久 
 

今回、植林のみでなく中国へも初めてだったが、ベテランの皆さんと一緒の旅で本当に心強か

った。また通訳の劉さんが同行してくれたこともあり一人旅では決して見聞きできないような貴

重な体験をすることが出来た。 

入国して 2日目。プロジェクトの植林現場を視察する前に、午前中はホテル内の会議室にて 3

期までの事業全体の総括報告会が日本側の要望でもたれ、現地プロジェクトの王さんや燕さん

からスライドをもとに説明を受けた。 

第 3期が終わり、9年が経過した本プロジェクト（※現地での事業開始から。日中緑化交流基

金助成による事業としては 3 年目）。当初は飛砂の防止や自然災害の防止を目的とした砂漠緑化

そのものが主たる目的だったが、近年は農業振興や地域経済の活性化、青少年教育を目的とした

ものというようにその目的も多様化してきているそうだ。それに伴い、生産する苗木も多様な広

葉樹から樟子松や雲杉に主力がおかれていた。これは苗木単価が高いため、生産する農家の意欲

向上や安定的雇用の確保、そして成長後の木材資源としての価値といった経済的側面が考慮さ

れているとのことだ。 

緑化事業の実施主体は青年連合会、多倫県そして林業局の 3者からなり、緑化に関わる技術指

導は現地林業局の技術者が行っているとのこと。ちなみに今回同行してくれた結達根さん（36

歳）は 2008 年 7月から技術者として担当されていた。 

午後はいよいよ現地視察。青少年交流を目的とした

蒙京津冀青少年生態緑化モデル林基地で記念の樟子松

を植林した。面白く感じたのは、植林した苗木の周り

に土手を作り、後から灌水した時に効率よく水が根に

向かって浸透するように工夫してあることだ。まるで

もんじゃ焼きの土手のようだ。そしてスコップの形状

のユニークな事。日本のスコップが「梃（てこ）」なら、

中国のスコップは「槍」だ。足をかける所が無く、柄

の先の持ち手が輪ではなくそのままの棒の状態で、地

面に突き刺してそのまま引き抜く道具の作りだ。そう

とは知らず、私は梃（てこ）のように使って柄を折っ

てしまった。 

現地を視察して感じたのは、緑化が随分と成功して

いるということだ。草木類も何も無い荒野をイメージ

していたのだが、現地では色々な草花が咲き、チョウやバッタが飛びまわる賑やかさ。しかしな

がら土壌層は貧弱で、有機物を含む表土は全く無く、歩くと靴が埋まるくらいの砂質土が大地を

覆っていた。むしろこのような条件下で、よく植栽木が育っているなと感心した。 

さらに場所を変えた第二期の事業地視察では、強風による倒れを考慮して深めに植栽した結

果、根の酸素不足で枯死したと推定できるものもあったが、一方で、畝の溝に植える列状植栽の

活着率が非常に高い実施例もあり、現地技術者の試行錯誤の苦労が想像された。枯死木への補植

が徹底されていることもあるが、総じて緑化は順調に進んでおり、午前のプロジェクト説明であ

がった活着率 80％以上の高さも頷けた。 

 

第三期事業地 生育状況を視察 樟子松 
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点が線に、線が面になっている（日中青年寧夏固原市生態緑化モデル林） 

IFCC2017 固原植林緑化派遣団 木幡 英雄  

 

固原市でのプロジェクト 3年目に、また出かける機会を得た。2 年ぶりの寧夏回族自治区行き

となり、2015年に植栽された樹木の生育状況に期待が膨らむ。 

5 月 10 日、北京乗り換えで寧夏回族自治区の銀川に到着。その日の夜は、寧夏回族自治区青

年連合会 丁 副書記、同青年連合会 温 部長から歓迎を受けた。丁氏は挨拶で、「人を育てるに

は 100年かかる」という話があった。緑化すること木を育てることは重要だが、もっと大事なこ

とは人を育てることで、この緑化事業を続けることは人を育てることにも繋がっているという

意義を持っていることを述べられた。 

翌 11 日、朝 8 時半にホテルを出発し、急速に整備が進む高速道路に入り、まずは西方面の中

寧県へ向かい、そこから固原市へ南下した。途中、高速道路が工事中のため一般道に降り、何と

か約 5時間がかりで固原市に到着した我々は、急いで昼食を済ませ、一昨年に開工式典を行った

場所へと移動した。 

式典会場では、固原市青年連合会 喜 書記長、馬副職長と地元大学生やボランティアらに出迎

えていただき、式及び記念植樹が行われた。

喜 書記長からは「人間にとって地球はひと

つ、生態環境を改善し、生態的文明を建設

することは中日両国の共存的な夢である。

私たちは、全力を尽くして美しい固原市を

建設し、生態環境を守り、人間と自然との

調和的発展を促すために努力する」と挨拶

された。佐藤副会長からは「中国の大きな

大陸からすれば私たちの植林事業はわず

かな点に過ぎない。だがこの寧夏自治区で

行われている 5カ所の植林事業は見事に線

に結ぶことができている。私たちは、この

１５年にわたる寧夏での植林事業を単なる友好交流事業としてだけでなく、更に大きな視野に

立ち友好と交流を深めていきたいと考えている。それは、木が大きく育つように、友好と交流に

厚みと幅を持たせ、多くの中国人と日本人が仲良くなれるきっかけにしていきたいからだ」と述

記念植樹を終えて。ボランテイアの青年たちと 
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べられた。 

この挨拶の後、固原市の生態環境の改善と、中日友好交流について心をひとつに、用意された

雲杉の苗をみんなで植樹した。 

式典後、我々は同地域での第 1期、第 2期の事業地の生育状況視察を行った。式典場所の土壌

環境は決して良くはない場所であったが、その場所も乾燥し固化した黄土が激しく土壌浸食を

受けた姿はまるでグランドキャニオンを思わせるほどであった。 

聞くころによると、ここ 1年雨は降っていないとのことであった。そんな環境においても、植

林した木々はしっかり活着しており、枯死してしまった木は非常に少なく見え、活着率は高いと

感じた。しかし、1本あたりに係る費用を聞いてみると、植林への人的コスト、水やりや不活着

木への改植を行っているなど、維持する、保育する経費はかなり掛かり増えているとのことだっ

た。今後、より計画的な植林と保育の低コスト化が課題になるだろと感じた。 

今回の旅でも、地元青年連合会の手厚い歓迎、そして緑化プロジェクトにかける強い想いを感じ

た。佐藤副会長が述べられたとおり、点が線に、線が面になっている。そしてまた、人への教育

に繋がっていることを感じることができた。 

 

 

下草（植生）が回復しており成功(日中青年灤河源生態緑化モデル林事業) 

2017内モンゴル植林緑化派遣団  杉村 政彦 

７月２２日午前中は、日中青年灤河源生態緑化モデル林事業地に於いて補植作業、一期・二期

事業地の植林後の保育・生育状況を視察した。 

張連根林業局長から「樟子松が現地に適している。植林５年目で人間の身長を超える程度とな

る」と説明があった。 

現地は私たちのすね程度まで下草（雑草）は回復・成長していたが、スコップで掘ってみると前

日同様そこは砂であった。日本国内で催される植樹祭での一般的な光景の腐葉土・植壌土などを

含んだ黒土とは全く異質なものに中国大陸の広大さを痛感させられた。 

砂漠化し乾燥した大地（土壌）に植物を植えるポイントは、樹種（苗木）の選択と植え付ける技

術であろう。砂塵舞う砂漠に、いきなり苗木を植えるのは早計すぎる。下草などの植物を繁茂させ

砂を固定させるのが第１段階。その意味で現

地は、下草（植生）が回復しており成功して

いた。スコップで根を掘り返したところ、横

方向に伸びていた。根が大地の砂をつかみ固

定されていることが良く判った。樟子松の樹

種特性は判らないが、乾燥に強く厳しい自然

条件に適応しているものであることは推察

できた。 

植え付ける技術では、現地に応じた工夫が

見られた。苗木を植える列にあらかじめ深さ

30cm程度の溝を掘り、そこに苗木を植えてい

た。つまり一段低いところに苗木を植え雨水

を集水させる意図が理解できた。ちなみに降

水量が多い日本ではそんなことはしない。根

ニ期の生育状況を視察 
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腐れを起こすので、逆に根際に土を盛る。 

午後は悪路の作業道をしばらく走行し植林を営む農家の山を訪問した。牛や羊の放牧の結果、

砂漠化した土地に入植したのが４年前とのこと。土地は国家が所有するが、50年間の利用権契約

を結んでおり、補助金制度と併せ生産物（苗木）の売買収入は農家のものとなるとのこと。従って、

農家の経営努力が垣間見られた。午前中は樟子松（針葉樹）一辺倒であったが、様々な広葉樹が植

えられていた。乾燥に耐えるヤナギや木の実を収穫できるアンズなどがあった。また、大きな面積

で苗長20cm程度の雲杉が植えられていた。（名前に「杉」が付くためスギ・ヒノキと混同されるが、

実はマツ科。日本のマツ類と比較して、硬くなく、ヤニもほとんどないため加工性が良いのが特

徴。我が国にも輸入され、細かな木目と柔らかみのある色が好まれ、羽目板･天井板・フローリン

グなどの直接目にする内装材として活用されている。） 

この雲杉を５～６年かけて苗長70cm程度にまで生長させて民間の苗木業者に売り払うとのこと。

つまり小さな苗木を大きく育てて出荷する流通作物として育成させている。間引いたものを苗木

として流通市場にまわし、適度の間隔で残った植栽木を大きくしていく方法らしい。 

農家いわく「雲杉は、樟子松の倍の値段になる」これには正直驚いた。日本の林業家は傾斜地の

我が山に苗木を植えたら伐採できるようになるまで３０～５０年間以上かけて手入れをし生長を

期待するが、ここでは短期の流通作物として苗木を位置づけている。山（土地）は、あくまでも借

地であり農家個人の私有地ではないことを理解しないといけない。 

 

 

 

 


